
団体の人口：2,135,036人

JETプログラム参加者の人数：（ALT）25人 （CIR）0人 （SEA）0人

学校数：高等学校80校、中等教育学校６校、特別支援学校24校

No.15 新潟県立国際情報高等学校とIUJ（国際大学）
との「かけはし」プロジェクト

新潟県立国際情報高等学校（以下「国際情報高校」）の生徒が取り組
んだ探究活動（かけはしプロジェクト）において、配置校JET-ALTと
して生徒の活動を支援するとともに、生徒が企画した交流イベントに
参加して国際交流の一端を担った。

南魚沼市浦佐には、アジア各国からの留学生が学ぶ国際大学という大きな異文化
コミュニティーがある。また、そのすぐ近くには国際社会で活躍できる人材の育成
を目指す国際情報高校が設置されている。しかし、互いが交流する機会は少なく、
２つの教育機関が近くに共存している利点を生かし切れていない面があった。

国際情報高校において学校評議員会を開催した際、国際情報高校と国際大学とが
連携することで、グローバルな視点に立った地域の活性化につながり、それによる
地域社会への貢献を期待する声も聞かれた。

そのような中で、令和４年に国際情報高校２年生の探究学習グループのうちの１
班が「かけはしプロジェクト：異文化共生社会の実現」を探究学習のテーマとして
設定し、生徒と留学生が交流する方法を模索し始めた。

その後、国際情報高校の生徒が国際大学学生課と連絡をとり、「生徒との交流を
通して期待すること」についてアンケートを実施した。すると、学生からレクリ
エーションや文化的な交流を通して日本語や日本文化を学びたいという声が多く聞
かれた。

生徒にも同様のアンケートを実施したところ、生きた英語、多様な英語を学ぶ機
会の１つとして、国際大学の学生と交流したいと思っている生徒が多いことが分
かった。

取組のポイント

取組の背景・課題

任用団体の基本情報

実施時期：令和４年
任用団体名：新潟県

※令和５年４月１日現在
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英語しりとりでアイスブレイク

 未就学児 小学 中学 高校

取組の主体 取組の対象 地域の国際化 特色ある取組
JET-
ALT

任用
団体

CIR等
との連携

児童・生徒 教
員

住
民

異文化
理解

地域
活性化

多文化
共生

長期休業
中の取組

配置の
工夫

デジタルツール
の活用

輝く!地域へ飛び出すJET-ALT



留学生との国際交流の流れは以下のとおりである。

• 高校生側が訪問先を選定し、アポを入れて受入の可否を確認する。

• 訪問先が確定したら、国際大学学生課を通して留学生に訪問先の希望を募る。

• 高校生の探究班代表が訪問先に連絡し、具体的な日付や人数の調整を行う。

• 当日、引率教員とともに訪問する。

• JET-ALTは、一連のやりとりにおいて、特に留学生側に配慮すべき事項について
メール文面の作成や会話の支援などを担う。イベントの際は、補助通訳として生
徒による運営を支援する。

これまでの訪問先は以下のとおり。

• 地域の日本酒醸造所（新型コロナウイルス感染症の影響でキャンセル）

• 国際情報高校体育館でのバレーボール大会

• 塩沢地区での「雪国ランタン」(国際情報高校２年生が高校生ボランティアとして参加
した「LEDライトを用いたエコ・ランタン」を打ち上げるイベント。国際大学の学生を
案内し、 ランタンにメッセージを書いて共に打ち上げを見届けた。）

現在のところ、JET-ALTは生徒の探究活動が円滑に進むように英語面での補助や、
イベントの運営を手助けするなどしている。また、学校を通した活動だけでなく、
国際大学で開催されるインターナショナル・フェスティバル等にも参加している。

生徒は、「異文化コミュニケーションは相手の文化を尊重する態度が大切だと分
かった」「日本語や日本文化について質問されることで自国について学ぶきっかけ
になった」等、今後の国際交流にますます意欲的である。

一方、国際大学の学生の中にも、「もっと日本語や日本文化を学びたい」「地域
と関わることでメンタルヘルスの向上につなげたい」と考える学生がいるため、
JET-ALTが日本に住む外国人の先輩として、今後も地域の情報を提供する貴重な存
在であり続けることを期待している。

取組の成果・今後の展望
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問合せ先
担当部署名：新潟県教育庁高等学校教育課 指導第１係

ＴＥＬ： 025-280-5611

ＭＡＩＬ：ngt500050@pref.niigata.lg.jp

ＵＲＬ：https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kotogakko/

取組の内容

ランタン打ち上げの様子バレーボール大会で打ち解けた後の集合写真


